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研究成果の概要（和文）：本研究では大学の学部高学年において高度な能動的学習に取り組むことができる学生
を育成するためには、学部１・２年生（高等専門学校４・５年生）においてどのような教育プログラムを学生に
対して提供すべきかを検討した。ここでは近年我が国おいて進められている教育改革の目的であるグローバルに
活躍できる技術者を育成することに寄与できる教育プログラムを開発した。高等教育機関における「学生を鍛え
上げ社会に送り出す教育機能を強化する」ことに対して、我々は地域の方々（教育サポーター）からの協力を得
て、学生の能動的な学習を促進していく教育プログラムを構築した。本報告はその取り組みについて示されてい
る。

研究成果の概要（英文）：This research examined what kind of educational program should be offered to
 1st grade and 2nd grade students at university (4th and 5th year at higher professional school) to 
enable them to actively participate in higher education learning at their senior undergraduate years
 at university. We developed an educational program that would contribute to the development of 
engineers who can work globally, which is an objective of the educational reform promoted by 
Japanese government. In "improving the function of higher education institutions to train students 
to send them out into the society," we could get the cooperation from people (educational 
supporters) to build an educational program that promotes active learning among students. This 
report is shown about our practice. 

研究分野： 工学教育
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１．研究開始当初の背景 
 平成 25 年 5 月、内閣の教育改革を推進す
る教育再生実行会議は「グローバル人材の育
成を担う大学のあり方」を内閣総理大臣に提
言した。その内容は、１）グローバル化に対
応した教育環境づくりを進める。２）社会を
牽引するイノベーション創出のための教
育・研究環境づくりを進める。３）学生を鍛
え上げ社会に送り出す教育機能を強化する。
４）大学等における社会人の学び直し機能を
強化する。５）大学のガバナンス改革、財政
基盤の確立により経営基盤を強化する、であ
った。また、日本学術振興会理事長の安西祐
一郎氏が同年8 月10 日の読売新聞紙上にお
いて「教育で主体性引き出せ」と題して、「グ
ローバル人材とはただ英語が話せるだけで
なく、自らの目標を持ち、人の気持ちも汲み
取りながら知らない人同士でチームを組み、
チームで何かを成し遂げるような人である」
と述べられていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では上述を背景にグローバルに活
躍できる技術者を育成するための教育プロ
グラムを開発する。特に上述の提言から「３）
学生を鍛え上げ社会に送り出す教育機能を
強化する」に対して、地域の方々（教育サポ
ーター）からの協力を得て、学生に能動的な
学習を促進することを重視した教育プログ
ラムを開発していく。 
 
３．研究の方法 
 「学外との交流を構築できる学生の育成プ
ログラム」、「学外との交流を維持できる学生
の育成プログラム」、さらに「短期ものづく
りプロジェクト」の 3種類の教育プログラム
を開発し、それらを複合的に実践的に実践し
ていく仕組みを検討する。高等教育機関にお
けるアクティブラーニングは、学生自身が設
定した課題や目標に対して、チームで取り組
みその解決策を求めるというプロジェクト
型 教 育 （ PBL 型 教 育 ： Project Based 
Learning）が一般的となっている。ここで開
発する教育プログラムでもチーム活動を基
盤にしたものを考えている。 
 
４．研究成果 
 「学外との交流を構築できる学生の育成プ
ログラム」については、自治体や地域企業か
ら問題提供していただくことから開始する。
このプログラムは図 1に示すように地域の企
業（石川県白山市、株式会社笠間製本印刷）
の担当者に来校してもらい、ストーンペーパ
ーの活用について問題を提供してもらう。こ
の形式は自治体から問題定義していただき、
それを解決していくものと同形式である。10
週間の活動成果については再び企業の方を
招いて報告する。図２はその様子である。こ
こでは事業で取り扱っているストーンペー
パーを教室に持ち込み、その特性を学生が実

験を通して確認したりしながら、ストーンペ
ーパーの新しい活用を検討するプロジェク
トになった。学生にとっても興味を維持でき
るテーマであった。チームで取り組む PBL で
は教員もこのようにクラス全体が興味を持
つテーマを準備することが重要となる。 
 また、「学外との交流を維持できる学生の
育成プログラム」では自治体が実施している
科学啓蒙系のイベントや地域の小中学校が
実施するイベントへの出展、高齢者施設など
への慰問活動を通して学生のコミュニケー
ション力や自立する力を涵養する。主催者か
ら提供される場所に複数のブースを設け、学
生が来場者と会話できるような形式で運営
している。各ブースでは担当学生が準備した
テーマで来場者を楽しませており、学生が主
体的になってイベントを運営するように方
向付けられている。図３は石川県が毎年 10
月に実施している「いしかわモノづくりトラ
イアル」での様子である。「いしかわモノづ
くりトライアル」は「石川の技能まつり」の
イベントの一つである。県民の方々に工学系
教育の面白さを伝えるのが大学・高専の役割
と判断し、提供された場所を４ブースに分け
て講座を運営している。図４は石川県津幡町
が毎年 12 月に実施している「科学の祭典」

 
図１ ストーンペーパーについて説明する

株式会社笠間製本印刷・田上裕之氏 

 

 

図２ 株式会社笠間製本印刷の方々を招き

PBL 活動の最終成果報告会を実施している

様子 



の様子である。ここでは１２ブースに分けて
講座を運営している。 
 

 さらに「短期ものづくりプロジェクト」で
は奥能登地区での合宿型の教育プログラム
を開発している。「高齢者に使ってもらえる
カップをデザインする」をテーマに学生は工
学設計過程を体験していく。2 日間の合宿型
のプロジェクト実施場所として石川県能登
町を選択した。能登町立柳田小学校図工室や
石川県柳田星の観察館「満天星」研修室を活
動場所として借りることができた。まずは高
齢者疑似体験スーツを着用して高齢者の身
体能力がどのようなものであるかを確認す
る。柳田小学校の周辺には商店、バス停、長
めの階段がある。参加した学生は２人１組と
なり、それぞれが階段の上り下り、商店で買
い物、バス停の時刻表を見ることなどを通し
て高齢者の身体の状態を経験する。その後、
4 名１組で高齢者にとって使いやすいカップ
について話し合う。ここでは高齢者の心情を
洞察し、カップがただ水分補給のための器な
のか、団らんの時間を楽しむものなのかなど
を考えていく。話し合いを終えた後は各自が
カップの主機能および付帯機能を決め、それ
に従ってアイデアを創出していく。複数個の
アイデアから一つ選定し、その模型を製作す
る。模型製作の過程で高齢者体験スーツを着

用し、何度か検証しながら完成させていく。
最後に実際の陶器として仕上がる技術を有
する人に製作してほしいカップを説明する。
図５は奥能登地区で珠洲焼を研究している
キャロライン渡辺氏に陶器として仕上げて
ほしいカップを説明図と模型を利用しなが
ら依頼している様子である。 
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図５ 短期プロジェクトの最終段階（アイ

デアを説明する） 
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